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■2014/3期 連結PL実績

当第連結累計期間（2013年４月１日～2014年３月31日）の連結実績は増収増益、計画達成、３
期連続の最高益更新となった。

連結売上高は、グループ全社の増収に伴い、前期比111.7％、計画比102.3％と好調に推移。

売上総利益率は前期から1.1ポイント減となったが、売上増に伴い、売上総利益額は前期比
109.4％、計画比100.3％となった。

販管費は、 前期比109.6％であるが、期中の経費抑制等に伴い、販管費率は前期から0.8ポイ
ント低減の42.7％となった。

以上の結果、経常利益は前期比109.2％、計画比101.9％の137億39百万円、当期純利益は前
期比108.3％、計画比102.1％の79億20百万円となった。
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■参考：単体PL実績

（説明省略）
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■単体 売上高実績 チャネル別

単体売上高は前期比110.9％、小売＋ネット通販既存店売上高前期比は104.0％となった。

全チャネルとも増収、既存店売上高は小売、ネット通販とも前年越え。

売上構成比はネット通販が前期より0.2ポイント減の11.0％に、アウトレットは0.6ポイント減の
12.4％になった。
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■単体 売上高実績 事業別

全事業増収、小売＋ネット通販既存店売上高前期比も全事業プラス。

ＵＡ事業ではメンズドレス部門やウィメンズカジュアル部門が、GLR事業ではメンズ・ウィメンズ
全般が好調に推移。

クロムハーツ事業ではシルバーアイテム、ゴールドアイテムやカットなど幅広い商品が好調に
推移。Ｓ．Ｂ．Ｕ．ではアナザーエディション、ジュエルチェンジズ、ドゥロワーが好調に推移。
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■単体 売上総利益率 実績

単体売上総利益率は、前期比1.0ポイント減の52.9％。

ビジネスユニット計は、主に円安の影響に伴う原価率の上昇等に伴い、1.2ポイント減の56.6％。

アウトレットは、レギュラー事業在庫の消化促進等に伴い、1.1ポイント減の34.2％。

売上総利益率の前年マイナスは３Ｑをボトムに改善傾向。

ビジネスユニット計の売上総利益率は３Ｑの３ヶ月間は前年同期から1.5ポイントマイナスであっ
たが、４Ｑの３ヶ月間は0.5ポイントのマイナスとマイナス幅が縮小。４Ｑは駆け込み需要に伴い、
ビジネスユニットの売上構成が上昇、アウトレットの構成比が減少し、売上総利益率にプラス寄
与。
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■参考：単体 四半期別売上総利益率 実績

（説明は省略）
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■単体 販管費実績

単体販管費率は、前期比1.2ポイント減の41.9％。

前期からの主な売上比減少要因は、期中の抑制に伴う宣伝販促費率の減、備品・消耗品費の
抑制等に伴う、その他販管費率の減。

計画からは約２億円の増。売上増に伴い変動費が約７億円増加、抑制等に伴い、固定費が約
５億円減少。



10

■連結・単体 BS実績

連結総資産は前期末比109.0％の592億96百万円。

連結ＢＳの前期末比での差異要因。

流動資産は、前期末比110.9％の387億91百万円。主に業容拡大に伴うたな卸資産や未収入
金の増によるもの。固定資産は、同105.7％の205億04百万円。主に新規出店に伴う有形固定資
産や差入保証金の増によるもの。

流動負債は、同97.7％の251億20百万円。買掛金、未払法人税が増加したが、借入金の減に
より減。固定負債は、同80.9％の26億42百万円。主に長期借入金の減によるもの。

長短借入金残高は、前期末比65.4％の50億81百万円。

単体のたな卸資産は、前期末比114.0％となり、通期の単体売上高前期比110.9％を上回るが、
主に円安に伴う仕入原価の増に起因、在庫点数の前期比は108.7％。
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■ 連結ＣＦ実績

現金及び現金同等物期末残高は、前期末から７億12百万円減少し、54億29百万円となった。

営業キャッシュ・フローは、68億28百万円のキャッシュイン。キャッシュインの主な内訳は税前
当期純利益132億円、減価償却費17億円、キャッシュアウトの主な内訳はたな卸資産の増28億
円、法人税等の支払額45億円。

投資活動によるキャッシュ・フローは、30億72百万円のキャッシュアウト。キャッシュアウトの主
な内訳は新規出店等に伴う有形固定資産の取得20億円、差入保証金の増４億円。

財務活動によるキャッシュ・フローは、44億72百万円のキャッシュアウト。キャッシュアウトの主
な内訳は長期借入金の返済30億円、配当金の支払18億円。
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■ 2015/3期 連結・単体ＰＬ計画

連結、単体とも４期連続の最高益更新を目指す。

連結売上高は前期比 105.8％の 1,359億14百万円、売上総利益は前期比 106.2％の 727億15
百万円を見込み、売上総利益率は前期から0.2ポイント改善の53.5％を見込む。

販管費率は㈱UAの新規事業コスト増等により、販管費率0.4ポイント増の43.1％、販管費額は
前期比106.8％の585億95百万円を見込む。

経常利益は前期比 103.4％の 142億円、 当期純利益は 前期比 104.3％の 82億57百万円を見
込む。特別損失の増は主に一部店舗の減損損失計上を見込む。

単体の計画は売上高が前期比104.8％の1,239億38百万円、経常利益は前期比104.2％の136
億91百万円を見込む。

なお、海外事業の営業損失が前期より増加する見込みのため、連結・単体の経常利益の差が
一時的に縮小するが、2016/3期以降は連単差がプラスに転じる見込み。
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■ 参考：2015/3期 連結・単体 上下別PL計画

上期は、以下の理由で減益見込み。

売上：１Ｑは消費税駆け込み需要の反動減を見込んでいる。

売上総利益率：前期上期は一部円高の時期に仕入れた商品を販売していたことにより、今期上
期は前期上期の売上総利益率に届かない見込み。

販管費：前期は利益達成に向けた固定費の抑制等を開始しており、その反動があること。

その他：今期の連結上期計画は海外子会社の営業損失を含んでいる。（前期は下期より発生）

下期は、反動減の解消、売上総利益率の改善等により、増益を見込む。
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■ 2015/３期 単体 売上計画明細

2015/３期の単体 ビジネスユニット合計売上高は前期比104.8％の1,085億03百万円を見込む。

ネット通販は前期比107.6％を見込み、構成比は前期の11.0％から0.3ポイント上昇の11.3％を
見込む。

アウトレットは前期比105.0％の154億34百万円を見込む。

既存店売上高前期比の計画値は、小売＋ネット通販が通期で101.1％、上期100.8％、下期
101.2％を見込む。
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■2015/３期 連結 出退店計画

通期のグループ合計出店計画数は35、退店は６、期末店舗数は343を見込む。

㈱UAでは合計出店数26、退店3、期末店舗数254を見込む。

連結子会社では、特に㈱コーエンは前期より新規出店を抑制し、既存店舗の販売接客力強化を
目指す。
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■参考：㈱UA 2015/３期 出退店計画明細

（説明は省略）
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■グループ会社の進捗

・（株）フィーゴ

売上高は、卸売り、小売、ネット通販が好調に推移し、前期比115％の33億円となった。円安に
伴う売上総利益率の減や新規ブランド獲得に向けた先行コストの発生等により減益となったが、
期初計画は達成。

新年度の計画は増収増益を見込む。

・(株)コーエン（決算月：１月）

売上高は、新規出店に伴う増収の他、特にネット通販が好調に推移し、前期比126％の72億円
となったが、円安や値引きロスの増に伴う売上総利益率の減、および新規出店拡大に伴うコスト
増等により、減益。

新年度の計画は増収増益を見込む。なお、２月よりスタートしている新年度については、価格の
見直し、販売力の強化等により、現時点で計画を若干上回り推移。
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■グループ会社の進捗

・UNITED ARROWS TAIWAN LTD.

初年度は想定内でスタート。

2013年10月に初の海外直営店、UA台北店をオープン。富裕層や高感度層を中心にご来店。今
後の拡大余地があると見込む。

新年度は５月に２店目となるＢＹ台北店をオープン予定。課題である認知度向上、台湾のシー
ズンに合わせたMD修正等により、売上拡大を目指す。



19

■2014/3期 重点課題の進捗

2014/3期は経営スローガンを「チャレンジ」と定め、４つの経営方針を掲げ運営。

うち、 「新規事業開発への『チャレンジ』 」 および 「Ｏ２Ｏリーディングカンパニーへの『チャレン
ジ』 」 を説明。

（ 「進化、成長し続ける既存事業への『チャレンジ』」、「生産性向上による利益拡大への飽くな
き『チャレンジ』」は前半の業績概況を持って報告とする）
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■重点取組課題の進捗

新規ウィメンズシューズ事業「ボワソンショコラ」、店舗展開を開始。

「ボワソンショコラ」は“SHOES MAKE YOUR DAYS SPECIAL あなたの毎日を素敵にする靴
を”をコンセプトに、心も足取りも軽くなるような履き心地に甘さとスパイスを効かせた女性らし
いデザインの靴を提案するブランドである。 20代後半～30代全般のOL・主婦層を中心とした、
ファッションを楽しむ女性をターゲットにしている。

2010年秋に「オデットエ オディール ユナイテッドアローズ」のネット通販限定レーベルとしてス
タート後、駅ナカ店舗の「ザ ステーション ストア ユナイテッドアローズ」でも取り扱いを始め、好
評をいただいている。昨年秋からネット通販で単独店舗の展開を開始し、この春、船橋・吉祥
寺・丸の内に実店舗をオープン。

「ボワソンショコラ」の価格帯は「オデット エ オディール」よりもおさえており、首都圏のファッ
ションビルやショッピングセンターに加え、地下街なども出店候補地とし、「オデット エ オディー
ル」よりも広い範囲での店舗展開を想定。
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■重点取組課題の進捗

新事業「アンルート」について。

「アンルート」は「Create New Metropolitan Life/新しい都会の生活を創造する」をビジョンに、
ファッションとスポーツを軸に編集した新規事業である。「Wearable Tokyo」のコンセプトのもと、
シンプルモードテイストの「シティカジュアルウェア」とコンテンポラリーな「シティランニングウェ
ア」を中心に、東京発のライフスタイルを提案。ターゲットは、30代を中心に、ファッションとス
ポーツを同じセンスで楽しめる、都会で暮らすクリエイティブな男女を想定。ブランド開発にあ
たっては、ブランド名やロゴデザインで「アストラット」にもご協力いただいている八木 保氏、内
装デザインに「スキーマ建築計画」様、ウェブを中心とする販促関連は「株式会社PARTY」様な
ど、著名なクリエイターの方々にもご参加いただいている。

商品は「シティカジュアルウェア」、「シティランニングウェア」に加えて、「デコラティブアート」の
３つのカテゴリーで構成、オリジナル企画商品とともにモードブランドを中心にした仕入商品を
取りそろえる。この秋に第１号店をオープンし、その後は路面店や高感度なファッションビルを
中心とした出店を予定。

「Ｏ２Ｏリーディングカンパニーへの『チャレンジ』」 について（スライド資料なし）

アンドロイド版のUAオンラインストア アプリのリリースに加えて、３月末よりUAオンラインから
実店舗への商品在庫取り寄せサービスを開始。現在グリーンレーベル リラクシングの計５店
舗にて対応しており、今後検証をしながら対応店舗を拡大予定。
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■2015/３期の経営スローガンおよび単体経営方針

2015/３月期の単年度経営スローガンとして「創造的商人魂」を掲げている。このスローガン
のもと、お客様にワクワク・ドキドキしていただくことを第一に考え、社員全員が創意工夫し、当
社にしかできない付加価値を創造し続ける。その結果としてブランド価値を高め、４期連続の
最高益更新を目指す。

このスローガンの達成に向け、「商品・販売・宣伝部門連携サイクルの徹底強化」を重点取組
課題に設定し、各種施策に取り組む。

商品部門では、競合他社に対して圧倒的競争力のある商品開発を行なう。商品担当者自ら
が商品の魅力を語ることができるような、高いオリジナリティとクオリティを持つ魅力的な商品
開発により、定価販売比率の向上につなげる。

宣伝部門では、一人でも多くのお客様にご来店いただけるような活動を行なう。宣伝担当者
が商品の魅力と作り手の思いを深く理解し、それを幅広いネットワークと新鮮な手法で一人で
も多くのお客様にお伝えすることで、入店客数の増加を目指す。

販売部門では、情熱的な接客とスタイリング提案でお客様にワクワク・ドキドキを提供。ス
マートフォンの普及や実店舗とネット通販店舗の連携強化によってオムニチャネル化が進む中、
接客を通じてお客様との直接的なコミュニケーションが取れる実店舗の価値は上昇。販売員と
の会話から得られるワクワク・ドキドキに価値を感じていただけるよう、お客様の思いの先を汲
み取った接客とセンスとクリエイティビティにあふれるコーディネート提案により、買上げ客数の
向上を目指す。
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■利益還元方針について

当社では、株主価値の極大化に向け、持続的な成長拡大および業績の向上を図ることで１
株当たり利益の拡大を図るとともに、業績に連動した安定的な配当を実施していくことを利益
還元の基本方針としている。

2014年３月期は当初計画を上回る実績となったため、配当性向基準により、１株当り１円の
増配を実施するほか、25周年記念配当を１株当り５円実施予定。以上により、通期の配当金
額は期初計画から６円増配、前期から14円増配の67円となる予定。

新年度の配当方針は、財務状況等から目処とする配当性向目標を25％から30％に見直し。

上記基準により、１株当りの年間配当金は前年から11円増配の78円となる予定。

中長期的には、安定的な配当に加え、株式分割、自己株取得、消却等を行なうことで利益還
元の充実を図る。
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■中期経営計画について ～長期ビジョンの再確認～

前提となる長期ビジョンについて。

2013年５月に2022年３月期を最終年度とする長期ビジョンを発表。

当社は2013年に単体で売上高1000億円を超え、永らく社内で掲げていた目標に到達。

このため、新経営体制のもと、「世界に通用し、100年以上存続する企業ブランド」となるため
の新たな目標として掲げたものが長期ビジョンである。
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■中期経営計画について ～長期ビジョンの再確認～

長期ビジョンでは、「世界中のお客様から注目され、お客様満足日本一」を目指すことをス
ローガンに、３つの経営戦略、そして３つの営業施策を掲げている。

最終年度の数値目標は、売上高2,200億円、経常利益率１２％、経常利益額264億円、
ROE20％以上である。

前期は複数の新規事業開発や初の海外直営店の出店など、目標達成に向けた第一歩を踏
み出した。
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■中期経営計画について ～策定の背景～

中期経営計画策定の背景について

当社では、2011年に2014年３月期を最終年度とした中期計画を策定し、最終年度の経常利
益目標を115億円以上として掲げていた。皆様のご支援のもと、１年前倒しで達成することがで
きた。

新年度は新たな中期期間となるため、特に昨今の外部環境の変化を念頭に置き、昨年の下
期より中期経営計画の策定に着手。

長期ビジョン策定以降も、お客様の消費行動は常に変化し、オムニチャネルの発達により、
あらゆる商品の購買行動はさらに多様化している。

ファッション業界においては、グローバルＳＰＡの更なる成長、景気回復に伴うラグジュアリー
ブランドの活況、そして百貨店の積極的な改革戦略等により、中・高価格帯マーケットの競争
はさらに激化。

円安の更なる進行に伴う原価の上昇や複数回に亘る消費増税の見通しに伴う消費マインド
の低下懸念など、引続き予断を許さない状況が継続。

そのような中、外部環境の変化に柔軟に対応し、かつ高い付加価値をご提供し続けることに
より、長期ビジョンの着実な達成に向けた中期経営計画を策定。
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■中期経営計画について ～達成に向けた経営戦略～

中期期間中は、特に長期ビジョンで定めた「達成に向けた経営戦略」をより具体的に推進す
ることで、目標達成を目指す。

１．「既存事業の成長拡大」

長期ビジョンで掲げた経営戦略に加え、営業施策で掲げた「商品、販売、宣伝部門の連携強
化」を推進することで、オリジナル商品開発力のさらなる向上を図り、既存事業および既存店
の安定成長を目指す。さらに、上記の推進によって高い付加価値をご提供し続けることにより、
円安に伴う収益性低下の改善を目指す。

２．「新規事業開発」

長期ビジョンでは、次代の成長を担う新規事業を開発・育成することで、新たな価値提案を行
うことを掲げているが、中期期間中では、具体的に推進し始めたアストラット、アンルート、ボワ
ソンショコラなどの新規事業をいち早く軌道に乗せることで、早期の収益化を目指す。

３．「海外進出」

長期ビジョンでは、収益化を前提としつつ、出店および運営によるノウハウの蓄積を最優先
に海外展開を実施することを目標に掲げているが、中期期間中では、実際の出店および運営
によって得られた情報から、商品・販売・宣伝戦略の柔軟な軌道修正を行なうことにより、将来
的に世界各国で展開を可能とするビジネスモデルの構築を目指す。
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■中期経営計画について ～数値目標～

前述の経営戦略の推進により、中期の最終年度では、連結売上高1,550億円、経常利益
170億円、経常利益率11％、ＲＯＥ20％以上を目指す。

中期期間中の売上高の平均成長率は106.5％、経常利益の平均成長率は107.4％である。

特に、新規事業の営業損失解消が見込まれる後半に成長率が上昇する想定である。

長期ビジョンの定量目標は前回から変更なし。

長期ビジョンの達成に向け、まず中期経営計画の達成を目指す。


